
F360 かんたんスタートガイド (Windows 編) 蝴夕 J 扇 


US 己ケーブル 


始める前にお読みください… 

まだプ U ンタとコンピュータを接続しないで<ださい。 

裏面に、プ U ンタドライバのインス I -ールについて説明びあります。インス I -ールの 
途中で、プ U ンタをコンピュータに接続する手順びあります。それまでは、コンピュ 
一夕と接続しないでください。 

本書の説明と異なる手順で接続すると、インス I -ールび正しく行われない場合びあり 
ます。 

USB ケーブルは次のとき、抜差しをしないでください。 

-プ U ンタドライバのインス I -ール中 

-コンピュータの電源を入れて、 Windows 日 S び起動する途中 
-プ U ンタび印刷中 

US 目インタフェースでは、コンピュータやプ U ンタの電源び入っている間でち、 

US 目ケーブルを抜さ差しすることびでさます。ただし、上の場合にケーブルを抜さ差 
しすると、 Windows OS やプ U ンタび正しく動作しなくなる場合びあります。 

この他にも、 USB インタフェースをお使いになるとさにごを意頂さたいことびありま 
す。本書に従って設置作業び終わったら、『基本操作ガイド』の 
rusB インタフェースをお使いになる前に」を必ずご覽ください。 


1 . 保護材と固定用テープを取る 

〇本化外部の保護材と固定用テープを取る。 

保護材 



@フ□ントカバーを閉じる。 

■テープは数か所に貞占!5れていまず。ずべてはがしてください。 


プリンタ内部に手を入れないでください。 
r けがの原因になることびあります。 


之■プリンタの置き場所を巧める 


■ コンセントの 



フック位置を確認し、 

排紙トレイをセットする。 


■用紙をセツトするときのために、プリンタを動かせるように余裕 
のある場所に置いてください。 

■用紙は手前に出てくるので、プリンタの前に物を置かないでく 
ださい。 


又 電源に接続ずる 


〇本体背面に電源コード@電源プラグをコンセントに差し込む。 
をセツトする。 



電源ランプび,な滅しまず。 


• AC 100 vm 外の電源電圧で使用しないでください。 

乂災ゃ感電の原因になることがあります。 
•プリンタの電源び入っているときに、電源プラグをコ 
ンセントか5絶巧に抜かないでください。その後 E 口刷 
でさな < なることがあります。 

•エアコンなどとコンセントを共用しないでください。 






4,カラー BJ 力ート U ッジ ( BC -33 e ) を取0付ける 


5 . 4色のインクタンクを取り付ける 


@青色のレバーを上げる。 


@カラー BJ 力ート U ッジ ( BC -33 e ) 
をパッケージか!5取り出ず。 


〇オレンジ色のプラスチック材2個を、@イエ□一のインクタンク （ BCI -3 eY ) 
固定つまみを押して取りはずず。（プラ を取り出し、オレンジ色の保護テープ 

スチック材で手や服を巧さないように を持って、透明フイルムをはがす。 

して < だ 
さい。） 


@図のようにインクタンクの底部をささえて持ち、 
オレンジ色の保護キャップを、矢印の方向にひ 
ねって取りはずす。 


〇フ□ント カバー を開ける。 

カートリツジホルダびち側に移動します。 


フ□ントカバー 


カート U ツジホルダ 


@カラー BJ 力ートリツジ （ BC -33 e ) を、@青色のレバーを下げて固定ずる。 
カートリツジホルダに差し込む。 


固定つまみ 


■この面を強く}甲さないでください。 
インクび飛びはねることびありまず。 


0イエ□一のインクタンク @カチッと音がするまで押ず。 

( BCI -3 eY ) をち端に入れる。 


@同様にして、ちか!5順にマゼンタ 
( BCI -3 eM )、 シアン ( BCI -3 eC )、 
ブラック ( BCI -3 eBK ) の 
インクタンクを取り付ける。 


〇フ□ントカバーを 閉じる。 

電源ランプび点滅し、準備動作び 
はじまりまず。 

■点滅が終わるまで他の操作を 
行わないでください。 


•一度はずした保護キャップ、保護テープおよびプラスチック材は再装着できません。 
•地域の条例にしたびって捨ててください。 

•保護テープは完全に取却ってください。テープが付いたままだとインクび供給されません。 


これらの部分 
には触らない 
で < ださい。 


〇オレンジ色の保護キャップ（① ） 、 
保護テープ（②）を取りはずす。 


これらを取り 
はずします。 
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次は接続とプリンタドライバのインストールです。 
裏面をお読みください。 































































































G ■コンピュータの接続とプリンタドライバのインストールを巧う 


同姻されているプリンタドライバ/リファ 
レンスガイド （ CD - ROM ) を用意してく ノ 

卜。卜 I 、 \ ^ / 

にごい0 •…ン/ 


インスI-ールの前に確認してください。 

-起動中のアプリケーションソフトを終了させてください。 

. コンピュータの電源を切ってください。 

. インス I ルび終わるまで、 CD - ROM を CD - ROM ドライブか 
5取り出さないでください。 


〇巨 J 力ートリッジの動作が完全に止まっている 
ことを確認して、プリンタの電源ボタンを押し、 

電源を切る。 

Q 0 

電源ランプび消なします。 


G 分禁止まだ USB ケーブルを接続しないでください。 


@プリンタをコンピュータに接続する。 


Windows NT 4.0 、Windows 2000をお使いの方へ 

手順〇〜©の操作似降は、表示される画面が若干異なります。 
ご使用のシステムの画面の指示にしたびって操作してくださし、。 
インスIルの詳細については0の画面でに0-1=101\/1について」 
をクリックしてください。 


参照 I インストール中、このよラな画面（[新しい 

-八ードウIアの追加ウイザード])び表示され 

たら、 下の手順で操作を中止してください。 



1. 画面上の[キヤンセル]をクリックする。 

2. コンピュータに接続されている USB ケーブルのコネクタ 


を巧く。 



3.BJ カートリッジの動作び完全に止まっていることを確認 
して、プリンタの電源ボタンを巧し、電源を切る。 


4.ちの手順@か5、順番に操作を行ラ。 


プリンタドライバの削法は CD-ROM に入つている [Windows 
ドライバガイド」の目3ページを参照してください。 


r お願い I 万一の感電を防止するために、コンピュータ 
* - * のアース接続をお願いします。 

•プリンタ（パラレル）ケーブルで接続ずる 
プリンタ（パラレル）ケーブルの一方をコネク 
夕の向きを台わせ、プリンタ背面のポートにしつ 
かりと奥まで差し込み①、クリップでコネクタ 
を固定する②。次にもう一方をコネクタの向き 
を合わせ、しっかりと奥まで差し込み、ネジで 
コネクタを固定する③。 



USB ケーブルのコネクタのお状を確認し、正方 
おに近いおの方を、プリンタの USB ケーブル接 
続部に接続する。 


USB ケーブルのコネクタのうち、平たい形状の 
方を、コンピュータの USB ポートに接続ずる。 




•図のように、 USB ポートび2つある場合は、どち5の 
ポートにつないでも構いません。 

©コンピュータの屬原を入れ、 Windows を起動ずる。 

惭しし、 A — ドウエアの追加ウィザード]び表示された場合は、 
前述の「参照」を参考にして操作をやりなおしてください。 

〇プリンタドライバ'/リファレンスガイド 

( CD - ROM ) をコンピュータの CD - ROM ドライ 
ブにセットする。 

しば5くすると、プ□グラムび自動的に起動します。 

自動的に起動しなし、場合は、 Windows の画面（デスクトップ） 
ち上にある[マイコンピュータ]をダブルクリックし、 
開いたウインドウの中にある CD-ROM のアイコン^をダ 
ブルクリックします。 


@1■ようこそ」の内容を読み、[次へ]をクリック 
する。 


靴だ报だ靴船徽 Sfe 做ミト-ル,.なげ.巧* 

キも^か化ちヴ J パの田 WK 化げ/ — ブ辛 n みか/3ウ 
J サウ>7のん J ) 卜 - じな"いがゎ巧公かぶ化中か 

端 b が妾巧を謂執巧教 f こ編 t が州 


@使用許諾契約書の内容を読んで、同意ずる場合は 
[はい]をクリックする。 


aasfHi 城が a 


ホでトウ J ： 7ちごめ冉こ-下帖ちよこわ flwi け:み、 


離離歴屋變碰- 

J ホ "Xv バウ了すむン。一Iで rtHL 正 T+ 

M ■すが孔 h). 间鼠ぶ iL 、《巧 3CL 4みな夕お化■てけ巧 L 


0[ソフトウエアのインス I -一 j レ]をクリツクする。 



ここがホく点打しているのを確認 

すでにキヤノンの BJ プリンタドライバびインスI-ールされ 
ている場合は、 USB ドライバのアップグレードダイア□グボッ 
クスび表示されることびあります。 

[0K] ボタンをクリックして、コンピュータを一度再起動 
して < ださい。 



Windows び起動してデスクトップび表示された！5、プリン 
タドライバ/リファレンスガイド （CD-ROM) をコンピュー 
夕の CD-ROM ドライブに再びセットし、次に[ソフトウェ 
アのインス!-ール]をクリックする。 

©ロリンタドライバ]のボタンが赤く点口して 
し、るのを確認して、[スタート]をクリックする。 


ここがホく点打しているのを確認 
ファイルのコピーび始まります。 

わイ11«の〕ヒ6-や... 

C ： indows ¥ system ¥ bjres 95 ， dI I 


@ [プリンタポート]ダイア□グボックスが表示さ 
れた5、内容を読み次の手順に進む。 


ホ t ドか mm も HtaiL よす-ク，: 

«»が|一口かでか巧わ1;. 

!巧幻;リ札で独し 

苗…’’"… 

马 

1； ^が化 1 +¥■油レ1 


⑩プリンタの電源ボタンを巧して電源を入れる。 



の必下の画面が表示された5、 [0 K ] ボタンをクリツ 



下の画面び表示された場合は、[戻る]をクリックする。 

手順©の画面に戻った場合は、[終了]をクリックしてくだ 
さい。 

プリンタドライバのインス I ルは終了です。 
(もしプリンタドライバが正しくインス I -ールで 
きなかった場ちには〇か5手順を繰り返してイン 
ス I -ールを行ってください。） 

続けてス夺ャナドライバのインス I ルを行う場 
合は、『基本操作ガイド』をご参照ください。 

コンピュータの CD - ROM ドライブか！ 5 CD - R 0 M 
を取り出し、続けて「7.プリントヘッドの位置を 
調整する」の操作を行ってください。 



7■プリントへッドの位置を調整する 

〇[スタート]をクリックし、[設赶ーロリンタ]を選択する。 



@巨 J F 360 のアイコンをクリックし、[ファイル]メニューか 



5 [プ□パティ]を選択する。 


€)1 U 下のメッセージが表示された5、 [0 K ] 
をクリックする。 



〇[ユーティリティ]タブをクリックする。 



©プリンタに、 A 4 の普通紙を2枚セット 
する。 

セットされていることを確認した5、 
0をクリックする。 



下のメッセージが表示された5、 
[0 K ] をクリックずる。 



0位置調整のためのパターンが印刷された 
5、確認のメッセージに巧し[はい]をク 
リックする。 



@旧1 ) と （ B 2) のそれぞれのパターンのう 
ち、各線がぴったり重なっているものの 
番号を入力し、 [0 K ] をクリックする。 



@再びメッセージが表示された!5、用紙が 
セツトされていることを確認して [0 K ] を 


クリックする。 


E ■ クド f 立虽調楚 


撤で、音おほ度の調裝を巧います。 

[0K] をクリックしてく稅い。 

さ5に細かい調整をするためのパターンが EP 刷されます。 

⑩ ( B 1) と （ B 2) のそれぞれのパターンのうち、各線がぴつた 
り重なっているものの番号を入力し、 [0 K ] をクリックずる。 



0完了のメッセージが表示された5、 [0 K ] を 
クリックする。 

これでプリントへッドの位置が調整されました。 


これでプリンタの準備作業は終ねりです。 

巧刷のしかたについては『基本操作ガイド』 
をご覧ください。 




本紙では、 Microsoft 。 Windows 口 2000、 Microsoft 。 Windows 口 98、 Microsoft 口 Windows 口 9已、 Microsoft 口 Windows NT 口 4.0を Windows 2000、 Windows 98、 Windows 9己、 Windows NT 4.0と略して記載しています。 Microsoft 。 、 Windows 。 は米国 Microsoft 社の米国、その他の国における登録商標です。 















































































































































































































































































































